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　目本の林業は，一方に巨大な企業体である国有林をラ

他方に零細な規模の私有林を多数かかえている。

　私有林は，麻琴・会杜・団体・共同・杜寺．・慣行共有

など複薙な所有形態にわかれているが，大部分が林家

（林野保有世帯～によって保有されている。林家の総数

は270万戸，うち95％までが農家である。林野保有農家

率は侶％（中国地方59％）であるから，大づかみに言っ

て，わが国農家は2戸に1戸の割合で林野を保有する．

農業経営と林野保有は密接なつながりを持つと言えよ

う．しかし，農家の保有する林野規模は零細であって，

会社の／事業体当り225剛と対し，／戸当り2．34町（中

国地方2．37町）の保有にすぎず，5町未満の小規模階層

が全体の40％の比重をしめている．

　目本経済の高度成長のもとで，農山村の経済構造は大

きく変貌した．なかでも労働力の他産業への流出は，も

っとも顕著な現象と言えよう。農林業就業人口は，昭33

年に1，500万を割って以来毎年40～50万人ずつ減少し，

昭39年には1，200万を割った。

　林野の合理的利用　　それは，変貌を余儀なくされて

いる山村が，自らの苦悩の中に見出さんとしている，ほ

とんど唯一の方策であろう．傾斜地の農業的利用・農家

林業問題がクローズ・アップざれてきたのは，その一端

を物語っている．しかし傾斜地の農業的利用の可能性を

もつ地域が，きわめて限られている現状では，林野を林

野のままで，所得増大に結びつける具対策を見出すこと

が緊急の課題である．そのためには，山村地域の経済構

造と農家林業の実態が解明されなくてはならぬ。

　われわれは，中国地方において2つの調査地区を選ん

だ。1つは農家林業がすでに相当の発展をとげている，
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．‘．く昭和39年度，林野庁（大阪営林局）依託研究費によつて行なづたものの

　一部である．現地調査に関して憾，当研究室深尾清造・学生倉長正徳・

　馬庭彰，三氏の協力を得た．

いわば先進林業地域であり，いま1つは，林業発展の可

能性が一応約束されていると考えられながらも，まだ明

確な目標をつかみ得てい苓い，ごく普通の山村である。

　前者は島取県目野郡日南町，後者は島根県飯石郡頓原

町であるが争この報告は紙数の関係から頓原町のみをと

り上げる。なお，山村の経済構造分析についても，詳論

のスペースがほとんど無いので，将来の農家林業の中核

となる経営主体発見へのアプローチとして，個別農家の

経営・収益構造の現状分析を申心として記述する。

　　　1　調査地区の概況

　松江市から宍道湖畔に沿って国道9号線を西に走る

と，ほどなくして宍道町にはいる。そめ町から，国遺54

号線が丁字にわかれて，山陽広島ぺ通じている。

　昭39年7月18目の，山陰大水害のツメあとのいまだ消

え去らぬ加茂町を通過し，三刀屋町をこえる頃から，道1

は川沿いのSカーブと小峠が連続する。さらに南行する

と，やがて飯石局原の入り口である．松江・広島線の難

所と言われる吹ガ峠（559m）を上りきると，問もなく

頓原町の集落が姿をあらわす。

　島根県飯石郡頓原町，そこは中国山系の山なみに囲ま

れ・東は広島県比婆郡，西は大田市，北は掛合町，南は

赤来町に隣接する海抜400：mの高原の山村である。

　歴吏的には永禄年間，出雲守護代尼子氏と隣国安芸の

雄毛利氏との間に激戦がくり返された時代の，古戦場の

／つと言われる．寛永15年，松平直政が出雲藩主に封ぜ

亭れたとき・その領地となり，のちに広瀬藩（松平近栄

3万石）に所属した。その後一時天領となったこともあ

るが・再び広瀬藩に復帰し，明治維新におよんだ。明治

4年には広瀬県に編入されている。

　昭24年4月，町制を施行して頓原町と改称したが，さ

らに昭32年2月，町村合併促進法にしたがって，旧志々

村を合併して（新）頓原町として発足した。町は東西に

長く・ほぼ中央から東部が旧頓原，西部牟旧志々であ
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る。

　土地総面積は12，460町で，うち林野が11，3％町，耕

地が760町，その他304町で，耕地率がわずか6％であ

るのに対し林野率は91．5％という大いさをしめす．

　11）地勢・土質。気象

　町の東南部，広島県境に大万木山（1，218㎜），西南の

赤来町と隣接する地域に琴引山（1，014皿），東北部の掛

合町に接するところに沖の郷（957皿）の諸峯がある．

これらの主峯につらなる大小の支脈にかこまれて，地形

は概して急峻である。

　町の中央を南北につらぬいて流れる神戸川は，水源を

中国山脈の奥ふところ赤名峠・女亀山（830m）に発す

る。別に大万木山を源とする頓原川が，旧頓原地区を貫

流して，来島ダムで神戸川と合流する。神戸川はさらに

大小の支流を抱いて北流し，大社の南で目本海（杵築

湾）へ注ぐ、流程87．3kmにおよび，上流では奥飯石の

山林を育て，来島ダムでは36干kwの電カを生み，下

流では穀倉簸川の沃野を展いている。

　地質は大部分が花闇岩と安山岩から成り，一部には火

山岩と玄武岩の地帯がある．土壌はこれらの岩石の崩か

い分解によって生成されたもので，砂質または砂質植土

で，大部分は表土が比較的深く，地味も概ね肥沃であ

る、

　町は中国山脈の脊陵地に位置するため根雪期間が長

く，約3ヵ月が積雪期間となる。加えて、無霜期間4カ

月という，高冷地型気象に支配されている、

　年平均気温は11．9◎Cであるが、寒暖の差が大きく，

8月の平均30．9◎Cに対し，2月の平均は一3．6oCであ

る．降水日数は203日，年降水量は2，p80皿皿（4月～

9月のそれは／，200血m）で、松江坤方の／，／65mm・よ

りかなり多い．

　（2）交通・運輸

　鉄道がないため，バス・トラックが交通運輸の動脈と

なっている。国鉄・一畑・広電経営のバスが，松江。広

島線，出雲市・広島線を，かなり頻繁に運行し，松江・

頓原間（75km）を2時問，広島　頓原間（114km）を

35時間，出雲市・頓原間（52km）を／5時間で結ん

でいる．国道54号線は，かっては県遣であったが，島

根・広島両県の地方民の熱心な運動が実を結んで昭27年

から2級国道に，昭38年には／級国道に昇格したもので

ある。

　鉄道の近接駅は木次線木次駅，芸備線三次駅であっ

て，それぞれ2時間近くを必要とする。物資輸送はトラ

ック直送によるものを除いて，これらの駅で積み換えの

必要があるため輸送費が割高となる。

　国道54号線の難所，吹ガ峠の新遣建設は，昭33年から

道路公団が着工し，頓原有料道路5，320m・が昭39年10

月に完成した二この頓原道路に合まれる晴雲トンネル

（1，120皿）は，都加賀・花栗間の山腹をつらぬき，両

部落間の距離8．7kmを3km以上短縮した。時を同じく
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して完成した赤名トンネル（赤来町と広島県布野を結ぷ

597m）とともに，曲折の多い峠道を緩和し，ことに積

雪による交通ストップを解消して，山陽山陰連絡のスピ

ード化を実現した、

　（3）世帯・人口の推移

　昭和38年7月の世帯数は／，／74，人口は5，664人であ

る。産業別の戸数を見ると，農林業の比重がほぼ70％

と，圧倒的に大きいのは当然であるが，商業・金融・サ

ービス業など第3次産業の戸数が20％をこえていること

は，山村でありながら，古い時代から山陰と山陽をつな

ぐ宿場町として，あるいは地方物資の集散地として発展

してきた性格の町であることが窺われる。

　昭30年以降の世帯・人口の推移を見ると，8年間に世

帯では6．8％，人口は14．4％の減少を示した．この内訳

は、昭35～38年の4年間で，男290人，女173人，計463

人減となっている。うち，20～30才代の青壮年層が237

人も減っている。これは減少人口の50％にあたる。0～

9才の幼年層を別とすれば，減少人口のほとんどが主幹

労働力層にあたるわけで、この町の就業人口の老令化が

すすんでいるものと言ってよい．

　頓原中学校を最近3カ年に卒業した者は358名である

が，そのうち182名（51．1％）が進学し，164名（46．5％）

が就職している．就職者のうち，農林業へ就業した者は

4名にすぎない。しかも就職者のうち151名（92％）が

町外へ流出している。

　県立三刀屋高校頓原分校においても，3カ年の卒業者

48名のうち農林業への就業は8名であり，40名が他産業

へ就職している．町内へ残った者は，農林業就業の8名

を合めて18名で，他の30名は町外へ流出している。

　前述の20～30才台の基幹労働カの減少に加えて，新規

学卒者の大巾な流出は，この町の農林業就業構造を大き

く変え，ことに農家後継者の確保をさえ困難にするので

はなかろうか．農林業自立経営の確立が家族労働力流出

の面から危ぷまれるのである．

　　　2　農林業の概況

　（1）土地利用と経営規模

　前記した通り争町の総面積12，460町のうち，9て．5％

までが林野であり，耕地は760町（耕地率6．1％）にす

ぎない。耕地はほとんど水田（637町，水田率84％）で

あり，米以外の商品農作物は見るべきものがない臼しか

し1戸当り耕地規模は8．4反で，県平均の7．5反よりや

や大きい。ことに寺沢・花栗・奥畑・長谷などの旧頓原

の部落では，それぞれ／2．0，11．7，11．0，10．6反と平均

規模以上の耕地を保有する。

　保有耕地の規模別戸数を見ると，総戸数775のうち，

5～10反層が290戸で374％をしめる。ついで，／0～／5

反層が246戸（31・7％）。5反未満層が1％戸（25．3％），

／5反以上層が43戸（5．6％）という順になる。ことに

旧頓原地区では456戸のうち，10反以上の上層が207戸

（45・4％）をしめていることは、山村地域としては比較

的恵まれた経営構造をもつ農家が多いと言えよう。

　つぎに林野の保有形態について見よう、林野は国有

林・公有林はわずかであって，95．5％までが私有林で

ある一私有林／0，616町のうち，会杜有と社寺有林が約

1・000町あるが，残り9，600町が個人有林である。

　1町未満を保有する戸数は208戸で，全林家数945の

22％をしめるのに対し，その保有する林野面積は，わず

か76町で。全体の0．7％にすぎない。

　林家1戸当りの保有規模は／1．2町で，かなり大きいよ

うに見えるが，これは一方において／00町以上の保有層

が11戸存在し・この階層の保有キる林野面積が全体の34

％にもおよぷことを見落してはならぬのであって，平均

規模に満たぬ林家数が全体の76％以上をしめている。し

かもこれら平均規模未満層が保有する林野は，全体の27

％にすぎないのである。前記したとおり，耕地保有の偏

在性がほとんど消滅しているのに対して，林野保有の階

層間格差はかなり著しい。　（第1－1表林野保有規模別

戸数参照）

第1－1表　林野保有規模別戸数

メ1総数 1町以下
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（註）頓原町役場資料
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第2－1表保有林野の内容
農　家

1
2．

ろ

4
5
6
7
8
9
／0

1
／

平　均

山　　林

16．8反

36，0

80，9

84，2

91．0

118．2

126．1

155．4

203．5

185．1

214．0

119．2

人工林

8．0反

5．0

6，0

12，2

40，3

28，2

12，8

16．7

7ア．2

20，1

40．q．

24．3

人工林率

47．6％

13．9

7，4

14．5

4，3

23，9

10，2

10．7

3ア．9

10，9

18．7

20．4

樹　　種

　松
松　　杉

　杉

　杉
松　　杉

松杉桧
　杉

松杉桧
松杉桧
松杉桧
松　　杉

団地数

6
7
3

13．

6
1
1
1
1

6
／2

6
7

8

団地当り

平均面積

4．1反

5，3

51．0

6，8

16，3
／／．0

11，5

29，2
／7，2

34，2

44．9

／9．2

団　地　面　積

最　　広

　5．0反

15，0

28，4

28，0

26，0

35，3

22，5

83，0

18，3

48．0

137．0

40．6

最　狭

／．1反

8，4

10．0

2．0

2．0

2．5

1．5

3．8

0．9

1，0

11．0

4．0

団地車道間距離

最　　長

　800m－

1．000

　300
　600
　400
1．000

　500
2，000．

1．000

2．000

／，000

％4

最　短

300m
500

200
／0

／00

10

20

30

10

10

10

109

　　101～200反3戸（No．6～No．8）

　　200反以上3戸（No．9～No．／／）

　（1）保有耕地および林野

　平均水田規模は／1．2反で，本町平均の7．8反にくらべ

てかなり大きい、耕地のうち水田は90％で，本町の水田

率と一致する。

一平均山林規模は／20反で，本町林家平均の／12反を若

干上廻る。共有林を保有する農家が3戸ある．

　平均人工林面積は24．3反（人工林率20．4％）で，本

町林家平均の13．4反（人工林率／3．2％）にくらべ保有

規模・人工林率ともに大きい。

　全国の事例によっても，保有山林規模と人工林率の間

には顕著な相関が見られないのであるが，調査農家につ

いても同様である。

　保有林野は平均8カ所に分散し，最高13，最低3団地

にわかれる．各団地別では最広83反とかなり広いが，最

狭は1．0反という零細性を示す．

　団地から車道までの距離は，10mていどの至近距離の

．・ものもあるが、2，000mもはなれているケースがあり，

林野の分散・細分とともに生産性辛はばむ要因となって

いる、　（第2－1表保有林野の内容参照）

　（2）農家人口と就業日数

　平均世帯員ぽ6．6人で，男女別構成は大体似通ってい

る、労働単位の平均は3．0であるが，平均以上の労働単

位を有する農家は，すべて水田10反以上の階層であり，

就業者数は水田規模と相関している。林業従事日数は林

野規模とは直接の関係はなく，むしろ製炭規模との関連

性が深い。■＝・

　農林業以外の兼業を行なう農家は4戸であるが．就業

日数は概して少ない。町全体としては国道54号線の土木

工事などに就業する農民が少なくないのであるが，調査

農家ではこのような雇われ兼業従業者がほとんど見られ

ない、この点から，調査農家は農林業専業農家と規定す

ることができる、

　（3）家畜飼養

　和牛飼育規模は成牝牛平均2頭と仔牛0．9頭で，．本町

の1戸当り飼養頭数よりやや大きし）、育成・肥育牛ある

いは乳牛などを飼育する農家はほとんどない何

　（4）経営資産の構成

　調査農家の経営資産総額は／戸当りほぼ200万円であ

る、島根県農家の平均資産額は133万円であるから今調

査農家の資産水準はかなり高いと言ってよい由，

　資産のうち，耕地・林地など土地の比重は2物，建物

が12％，農機具が7％であるが，何と言っても林木蓄積

のウヱイトがもっとも木きく。全戸平均で50．3％を示

す。但し最高（Nα／1ρ73％）と最低（No．1の21％）

の間にはかなり大きな格差があり，保有規模100反をこ’

える階層から，林木資産額は急増している。

　流動資産の調査は省略したが，その推定値は／戸当り

ほぼ7～8万円である。　（第2－2表資産の構成参照）

　　4．林業の投入と産出構造

　調査農家の経営構造の中核は農業cあり，なかでも稲

作が基幹的位置をしめる。林業部門は農家の生産経済の

中で所有生産資源の遊休を防ぎ，その利用効率を高めて

所得の増大をはかるために編成される副次部門と理解す

ることができる、

　林業部門は薪炭・用材・その他の林産物の3部門から

成る．薪はすべて家計仕向であるから論外とし，・まず製

炭部門から考察しよう．．．　　　　　、、
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第2－2表 経　　営　　資　　産　　の　　構　　成

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
1

平　均

土　　　　地

4／8，736円

269．306

572．73／

513．295

598．258

420．031

458．527

43．992

598．204

601．975

524，536

492，690

建　　　物

190，015円

81．079

358．509

213．741

242．607

229．581

245．908

149．368

300．216

288．057

287，405

235，／33

大農機具
％，610円

54．508

89．880

190．550

140．836

206．000

1／5．000

98．000

68．040

357．600

／／8，175

139，564

家　　　　畜

125，000円

90．000

100．000

205．000

140．000

50．000

58．000

100．000

100．000

104．000

90，000

105，636

1林　木
　227，650円

　248．000

　532．900

　614．800

1，048．920

1，545．730

　498．／60

　862．120

1，722，3ア0

　717．236

2，829，750

986，148

資産合計
1，058，011円

　742．893

1，654．020

1，737．386

2，170．621

2，451．342

1，375．595

1，653．480

2，788．830

2，068．848

3，849，866

1，959，171

　調査農家の製炭量は最高400俵（No．8），最低20俵

（No．7）で、300俵以上の製炭農家は4戸である、製

炭原木はほとんど自給されるが，2戸の農家は不足分を

購入している。製炭投下労働は製炭量にほぼ比例してい

るが，20俵農家の／3目から400俵規模の155目まで相当

の開きがある．400俵を焼くNα8農家について見れば，

母親と息子夫婦が主として農業に従事し，10反の耕地に

対し約500日の労働を投下している．林業には78才の世

帯主が115目，息子が40日従事するが，そめほとんどが

製炭労働で，老人は／月から12月まで毎月平均10日間，

を山で暮らしている。

　本町農家の製炭経営は，広葉樹資源の活用，余剰労働

力の利用，商晶生産経済への適応を通じて，永く安定的

な構造を保持してきたのであるが、前記したとおり木炭

需要の不振のために，生産規模は漸次縮少し，農家林業

における基幹的位置を用材林経営に転換せざるを得ない

情勢下におかれている．

　それでは，用材林部門の投入と産出の構造はどのよう

な展開をしめしているか。調査農家の造林は，ここ3カ

年では平均20反の実績である。造林皆無が2戸存在す

るが，他の9戸は最高4．5反，最低／．0反の新植をすす

めている。

　個別農家の人工林樹種別令級構成によって，過去にお

ける林地への投入を考察してみよう。高令級のマツを除

けば，スギ・ヒノキ・マツ（幼令級）はすべて人工株

で，そのほとんどが3令級以下の幼令林分によってしめ

られることが特徴である。このことは，本町における人

工造林がほぼ15年以内に進められたものであり，しか

もその樹種はスギ・一マツを中心に行なわれたことを物語

る、

　Nα4，5，8農家の林分構成は，連年保続のタイプに

近づきつつあり、令級配置を考慮に入れた造林計画をす

すめているものとみられる．とくにNα5は，将来すべ

て用材林に切りかえるべく植林をすすめている。ここ10

年のうちに植林を推進している農家はNo．6，7，9，10事

11などである、

　成熟林分（6令級以上）を比較的多く保持する農家は

Nα3，6，11であるが，とくにNo．3において保有林野

に比して成熟林分が多いのは，あとで見るように稲作粗

収益が60万をこえ，農業収入が安定しているため，林野

は財産保持的・備蓄的保に有される傾向をもつ。（第2

図樹種別令級構成参照）

　用材林の産出は3カ年を通じて産出継続が2戸，3年

に2回が3戸，3年に1回が3戸，産出皆無がろ戸であ

る。販売樹種はスギ・マツ・ヒノキ・クリ・ザツなど全

般にわたっているが，3年間の産出総石数ではマツが

800石と群を抜いて大きく，ついでザツが多い、スギは

300石ていどである。すでにのべたとおり，スギ・ヒノ

キなどは高令級のものがほとんど存在しないために，こ

のような産出構造があらわれるのである、（第2－3表

林業部門の産出構造参照）

　ここで紙野伸二氏の方式にならって，調査農家の最近

3カ年の投入と産出を整理してみよう、

　（農家Nα）　（投入）　　（産出）　（タィプ）

　　　1　　　間断（始）　間断（拍）　　5

　　　2．　ゼロ　　　　ゼロ　　　　g

　　　3　　　ゼロ　　　間断（拍）　　8

　　　4　　　間断（雅）　間断（％）　　5

　　　5　　　間断（始）　間断（％）　　5

　　　6　　　継続　　　　ゼロ　　　　3

　　　7　　　継続　　　　間断（始）　　2

　　　8　　　継続　　　　間断（今金）　　2



一168一 島根農科大学研究報告　第14号　A・農林経済学　（1965）

5．O由

4．0ha

3．01ha－

2．Olha

1．帆a

0．馳

第2図

ω

調査林家の樹種別令級構成

囲臥圏囮
スギヒノキマツザツ

1刎

5．01恒

4．ωa

3．Oha

2．Oh3

1．O，a・

0．5細

鋒 皿　里．　．IV　V　　W　　㎜　　咽　　以　　X以上

131

伐　I　皿　皿　珊　　v　’洲　　咽
跡

ω

5，0ha

4．0ha

3．0トa

2．0ha

l．0ha

O．5ha

伐工皿皿IVVWW聰跡

（5λ

伐　　工　　皿　　皿　　W　　V　“　　咽　　悩　　跳　　X以上．

跡

16〕

5．0h8

4．0h8

3．Oha

2，0h8

1．0ha

0．5h8

伐　　工　皿　　巫　皿　　V　W　　W　　聰　眺　　X以上
跡

工　皿　　皿　　IV　V　　苅　　咽　　魑　’眺　　X以上

．
0
h
8
．
0
h
8
．
O
h
a
，
0
h
8
．
0
h
a
．
5
h
8

ω
（8〕

V洲掴

5．0畑

4。ψ9

3．0－

2．帖3

1．0b8

0．5辰

跡

、oリ

a

9

3

b＆
・

畑
く

⑨ ⑩

藍工 皿I　　血　　W　　V　呪　．胴　咽　　皿　　X以上

も0出へ 011

4．晒

3．0，ba

2．伽主1

一1．0胞

0．伽

工 皿　　　璽　　邸　　v　　w　，w　哩二　凪　　x以k邸v

性I　皿　皿可　Vπ跡



中尾鉱・北川 泉：農家林業の経営と収益構造について 一169一

第2－3表 林業部門の産出構造

農家

2

3

4

6

7

8

9

10

1
1

用 材． 製　　　　　　炭

36年

杉60石（間）

松40石（間）

栗30石（間）

杉，雑
　15石（間）

杉80石（主）

雑100石（主）

松8石（間）

松／00石（主）

雑40石（間）

37牛

’松25石（主）’

栗40石（間）

松70石（間）

杉イ00石（主）

桧／2石（間）

枕木／／2本

38牢

杉／2石（間）

松120石（主）

松，杉
80石（主）

松300石（主）

雑300石（主）

栗3石（間）

松85石（主）

松20石（間）

伐採区分

自・立

立

立

立

立

立

立

自・立

自・立

販売先など　1製炭量

37年　自家用

38年素材業者

製材・素材業者

素　材　業　者

森　林組合

素材　業　者

個　　　　　人

索　材　業　者

製材・素材業者

森　林　組
素　材　業

森　林　組

素　材　業

合
者

A口
血一白

50俵

300

60

120

330

95

20

400

35

390

300

原　　木

20石

／20

30

50

110

40

10

100

20

／60

／00

椎茸など

50晦

10

32

苗木／4，000本

30

10

／5

（註）主……主伐，間……間伐、 自……自伐，立…・・立木売り

9　　　継続　　　　間断（｝る）　　2

10　　間断（弓会）．継続　　　　4

11　　継続　　　　継続　　　　／

　　タイプ1（投入間断対産出継続型），Nα／／

　　タイプ2」（投入継続対産出間断型），Nα7，8，9

　　タイプ3（投入継続対産出零型），No．6

　　タイプ4（投入問断対産出継続型），No．／0

　　タイプ5（投人間断対産出間断型），Nへ／，4，5

　　タイプ6（投入間断対産出ゼロ型）

　　タイプ7（投入ゼロ対産出継続型）

　　タイプ8（投入ゼロ対産出間断型），No．3

　　タイプ9（投入ゼロ対産出ゼロ型），No．2

　タイプ8および9に属するNq3とNo．2は，育林的

操入を全く行なっていないので，用材林化をすすめてい

る経営とは言えない。タイプ2一（No．7，8，9）とタイ

プ3（No．6）は，産出よりも投入の方に重点がおかれ，

林種転換に対する積極的グループと見ることができる．

　タイプ4（No．10）は産出が継続しており、投入は一

応問断型であるがほぼ継続型に近いので，タイプ2にき

わめて接近した経営活動を行なっている。

　タイプ1（No．／／）とタイプ5（No．1，4，5）は投

入産出型式が一応均衡している．しかし実質的には必ず

しも植伐のバランスが保たれているとは見られず，こと

に投入面ではNo．1は積極的とは考えられない．

　林業生産はきわめて永い期間を通じて進行するもので

あるから，短期間の調査をもとにして経営活動が指向す

る方向を判断することは不可能であり，とくに投入・産

出が各個の蓄積資本にどのように影響するかを確めなけ

れば的確な経営組織の区分は成立しないのである。長期
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以上と言われている．このばあい，林業所得のあつかい

方に問題はあるにせよ，上記3戸はこの目標に近い経営

ということができよう、

　所得構成における農・林の比率は全戸平均では67：3ろ

であるが，前述のビッグ・スリーにおいては林業の所得

比重が40％をこえて，農家の所得形成における林業部

門の地位が上昇する。（第2－5表農林業の所得構成参

照）

　（5）農家所得

　農林業所得と農外所得を合計した農家所得は，No／1

が最高で827万円，No4が最低で422万円である．全

戸平均は61ア万円であるが，半数の6戸（No11，9，8，

5，6，3）が60万円をこえている．農家所得の上位4戸

第2－5表農林業の所得構成

所得比

を抽出して、部門別の所得順位を見れば、

No．11

No．9

N似8

No．5

農家

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
1

農　　業 林　　業 合　　計
農・　林

370，276円

251，ア26

481．000

318．630

359．787

240．933

266．158

2ア1．0／0

410．327

343．368

369，987

50，699円

平均1・・・…ア

98．290

103．984

78．／08

2ア3．815

／34．597

58．300

169．027

280．251

145．026

378，275

／60，942

420，975円

350．0／6

584．984

396．738

633．602

375．530

324．458

440．037

690．578

488．394

748，260

495，アア9

88，0

72，0

82，0

80，3

56，7

64，0

82，0

61，5

59，4

70，3

49．4

6ア．5

12，0

28，0

18．P

19，7

45．ろ

36，0
18，．0

38，5

40，6

29，7

50．6

32．5

第2－6表　農I家

農家所得

　1位
　2

　5

　4

農業所得

　4位
　2

　8

　5

林業所得

1位

2
4
3

農外所得

　6位
　／1

　2

　9

　農家所得の上位4戸は，いずれも林業所得において

1・2・4・3位をしめ，林業所得依存度の高い林業部門

優位農家であることが判然とする．これらの農家はすで

に触れたとおり，すぐれた経営成果をあげており，ζの

地方の農家林業の中核体として育成が期待される階層で

ある。

　農家の所得形成における農業依存度は平均54％である

が，保育山林の小規模層において高く，上層においてそ

の逆となる、兼業所得依存度は平均20％と小さい。近年

における全国農家の経済構造における顕著な特徴と見ら

れる労賃・俸給収入の急増傾向は，調査農家につい亡は

全くあらわれていない．都市部への通勤不可能な地域で

あり，かつ町内の農外就業機会もきわめて小さいためで

ある．（第2－6表農家の所得構成参照）

　（6）農家経済余剰

　農家所得から家計費を控除した余剰は，全戸平均で

65万円である．余剰最高のNo3は農業所得の最高位

農家であり，次位のNo．9は農業・林業ともに所得順位

2位の農家であり，余剰5位のNo／1は林業所得の最高

位農家である。以上の3戸は余剰10万をオーバーする階

層である．

　なお，家計費の分析については記述を省略したが，農

の　　所　　得　　構　　成

1
2
3
4
5
6
7
8
9
／0

／
／

平　均

農　　家　　所　　得

金　　額

585，255円

460．036

662．154

422．438

662，252

／6鮎蕎

521．412

663．717

707．178

523．094

827，408

6／7，642

割　　合

100

／00

100

100

100

100

／00

100

100

／00

／00

／00

順　　位

7寸
0

5
1
1

4
6
9
3
2
8
1

農　業　所　得

割　　合

66，0

54，7

72，6

75，4

54．5
ろ1，7

51，0

40，8

58，0

65，6
44．ア

54．2

順　　位

3
10

1
7
5

1
1

9
8
2
6
4

林　業　所　得

割　　合

8，7

21，5
／5，7

／8，5

41，3
／7，7

11，3

25，5

39．6
2ア．7

45．7

26．0

順　　位

1
1

8
7
9
3
6
10

4
2
5
1

農外所得、
割　　合

28，3

24，0

11．7

6．／

4，4

50，6

37，7

35．7

2．4

6．7

9．6

19．8

順　　位

4
5
7
10

9
1
3
2

11

8
6

（註）No．6の所得9．9万円は土地売却
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第2r7表農家経済余剰

農家所得 家計費 経済余剰

1 585，255円 49／，480円 93，757円

2 460，036 52／，420 （一）6／，384

3 662，154 398，570 263，584

4 422，438 423，190 （一）　752

5 662，252 628，500 33，752

6 759，122 703，432 、55，690

7 521，412 521，148 264

8 663，717 630，480 33，237

9 ア07，178 547，500 159，6ア8

10 523，094 540，600 （一）17，506

1
1

827，408 673，398 ／54，010

平均 617，642 552，702 64，940

林業所得による家計費充足率について触れておくと，全

戸平均で89．7％と相当高い。充足率／00％をこえる経営

が4戸（Nα3，5，9，1／），90％台が2戸（Nα4，10）

で，半数の農家が充足率90％以上をしめし，調査農家

はまさに農林業専業農家群と性格づけることができる．

（第2－77表農家経済余剰参照）

む　　す　　ぴ

　山村的環境の中にあっては，水田規模・反収ともに比

較的高位にあるこの町の農家は；稲作を中心とする農業

収入をもって，永くその経済を維持してきた．したがっ

て，生産経済の中で占める林野の役割は比較的小さぐ，

資源の遊休化を防き，農業収入の不足分をカハーできれ

ばよかったのである．林野利用は，家計の収支規模を標

準とする植伐が行なわれる程度で，恒常的には製炭が収

益源とされてきた。このような生産と消費の経済構造

が，林野を天然生広葉樹のままで温存し，成熟人工林を

欠如した主要因である。

　激動する時流のなかで自立農家の育成は，この町の最

重要施策としてとり上げられたが，稲作と和牛以外には

見るべき収益作目の導入が期待できぬ環境において，農

業だけで自立できるものは，ごく少数の上層経営に限ら

れている．この調査の目的のひとつとして，農家林業と

して発展の棚芽をもつ経営主体を発見しようと努めたの

であるが，耕地／0反・林野150反以上の規模階層のなか

で，農林合算所得60万円を抜いて，この地域における担

い手とみなし得る経営を，不完全ながら検出することが、

できた．これらは，稲作を中心とする農業収入に余裕が

あり，すでに相当な収益をあげ得る林分構成を保有する

階層形態に属し，農・林業が強い組帯を保ちながら，経

営資本の蓄積が進行している農家である．

　一般論としては，農業と林業を有機的に結合した農林

複合経営において自立が可能であると言い得ても，じつ

は多くの個別経営は，育林生産の長期性に耐え得る条件

をそなえておらず，自主的発展への基盤はきわめて脆弱

である。

　この町の林業の体質を改善し，農家林業を自立経営に

育成する根本条件としては，粗放な薪炭林にかわる用材

林拡大・集約化の基盤を造成しなければならぬのであ

る．そのためにとるべき具体的手段として，まず森林組

合を中心とする補助・融資造林の拡大を図ることが必要

である．そのばあい，資金については解決されても，減

少する林業労働力にどのように対処するかの問題が起き

よう．森林組合その他の労務組織を確立して，埠林労働

力を円滑に調達し得るような体制が同時に配慮され亭こ

とがのぞまれる。

　本町内には，かなり大面積の，町外所有者にかかわる

山林が存在するが，このうちの利用度の低いものについ

ては，農家に分収林を設定させ，小経営の規模上昇を図

る方策も考えられよう。

　なお本稿では考察を省略した共有林（（花栗および宇

山地区）の利用を合理化し，連年収穫的基盤を形成する

方向にみちびく対策も重要であろう．（／％5，9．24）
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